
１．事業概況

の第69回岩手県社会福祉大会において、地域福祉の増進に貢献した功績が認められ、表彰さ

れたことは、大きな喜びでありました。

　安全就業に関しましては、傷害事故はありませんでしたが、賠償責任事故２件となり、３

習会、冬休み中の児童の体験教室や昔遊びの世代間交流も小規模ながら開催することができ

ました。

　畑山葵も２年目を迎え、新たな圃場確保に苦慮しながらも関係機関のご指導のもと進めて

まいりました。

　社会参加活動につきましては、組織全体で２回の他に各地域班での実施に加え、児童の下

校時のみまもり活動など自主的に進められ、この地道な活動により、平成28年８月26日開催

吹や芽生えを捉える拠点を目指す駅前さろん「銀」を開設することができました。

　また今年度から正会員の入会機会を増やすため、入会希望者説明会を月２回とするなどの

ほか、シルバーパワーを発揮する場としての駅前さろん「銀」の開設に伴い、賛助会員も今

後増えるものと期待できることとなりました。

　講習事業につきましては、「プロが教えるプロの技術」をテーマに「ビル・ハウスクリー

ニング、庭木剪定、家事援助」の各講習のほか、駅前さろん「銀」では、みずきびな作成講

就業の推進が図られてきており、「受託事業」、「シルバー人材センター連合が実施する労

働者派遣事業」、「シルバー人材センター連合が行う有料職業紹介事業」と地域社会のニー

ズに合わせた契約形態での受注を柱として、進めてまいりました。

　その他高齢者活用・現役世代雇用サポート事業に加え、年度の途中ではありましたが、地

域就業機会創出・拡大事業が採択となり、遠野市が進めている中心市街地活性化事業の一翼

を担う一助として、市民の皆さんの交流を広げる活動さろんとして活用し、新しい時代の息

　厚生労働省職業安定局の「高年齢者の雇用状況」によると、平成27年６月１日現在で、31

人以上規模企業の高年齢者雇用確保措置の実施割合合計は、99.2％、実施企業のうち継続雇

用制度を導入したものが81.7％を占めているとのことです。

　また、希望者全員が65歳以上まで働ける企業の割合は72.5％であり、労働者ベースでみて

も、60歳定年到達者のうち82.1％が継続雇用されているとのことです。

　当センターは、公益社団法人岩手県シルバー人材センター連合会傘下の法人として、適正
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　我が国の高齢者の雇用環境は、平成24年の「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の

改正により、「定年制の廃止」、「定年の引上げ」又は「継続雇用制度の導入」のいずれか

を実施することが企業の義務とされるなど、企業における希望者全員の65歳までの雇用確保

の仕組みが整備されました。



男

女

計

就 業 率         100％         100％         100％

就 業 延 人 数 　　17,000人日 　 14,540人日         85.5%

配 分 金 総 額 　　58,000千円  　52,578千円         90.7%

会 員 数 　　　　300人 　　　　223人 　　　　74.3%

受 注 件 数 　　　2,100件 　　　1,254件         59.7%

１　雇用によらない就業機会の提供

(１)　受託事業

　　高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会づくりに寄

　与するため、地域に密着した就業機会の提供を行った。

事 業 目 標 等 目　標　値 実 績 値 達 成 率 備　　考

（１）厚生労働大臣より事業実施のために、高年齢者就業機会確保事業費等補助金として、

　　5,581千円補助、雇用開発支援事業等補助金として4,484千円補助

（２）遠野市長より上記事業実施のために、遠野市高年齢者就業機会確保事業費等補助金

　　として10,090千円補助
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223 37 43 229 △ 6

２　補助金の状況（事業実施のための財源報告）

149 29 21 141 8

74 8 22 88 △ 14

１　会員の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

今年度末会員数 入会会員数 退会会員数 前年度末会員数 増　減

年連続無事故とはならず、今後に課題を残す結果となりました。

　以下が各項目の取り組み状況であります。

第１　会員、補助金の状況



就 業 率 100% 100% 0

計 1,254 1,262 △ 8

就 業 延 人 員 14,540 13,921 619

一 般 家 庭 906 887 19

独 自 事 業 42 43 △ 1

公 共 事 業 41 44 △ 3

企 業 等 265 288 △ 23

(３)　年度実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

今年度末実績 前年度末実績 増　減

受 託 件 数 1,254 1,262 △ 8

合　　　計 1,995,098 199,746 414,406 2,609,250

駅 前 さ ろ ん ｢銀 ｣ ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 産 直 等 ４月 279,013 27,896 200,816 507,725

薪 製 作 販 売 １回 5,454 546 0 6,000

産 直 コ ー ナ ー 12月 329,478 33,172 4,360 367,010

門 松 製 作 販 売 136対 497,551 49,755 166,694 714,000

風の丘花とだんご展・おおふなとｸﾗ
ﾌ ﾄ ﾜ ｰ ｸ 展 ２回 123,708 12,371 0 136,079

県内シルバー販売(事務局長会議･沿
岸 3SC ･ 滝 沢 SC) ３回 85,272 8,528 0 93,800

県 外 シ ル バ ー 販 売 ( 新 座 市 SC) １回 572,992 57,308 42,536 672,836

シ ル バ ー フ ェ ア 滝 沢 １回 37,000 3,700 0 40,700

遠 野 市 産 業 ま つ り １回 41,999 4,201 0 46,200

Ｉ Ｂ Ｃ ま つ り １回 14,269 1,431 0 15,700

テ レ ビ 岩 手 24 時 間 テ レ ビ １回 8,362 838 0 9,200

　　高齢者の就業機会を広げるため、また、地域社会に貢献し、就業を通じて社会に参加

　することを高齢者が独自の創意工夫により、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易

　な業務に係る就業を創出する事業を行った。

(単位：円）

種　　　別 数　量 配分金 事務費 材料費 合　計

(２)　独自事業



（１）普及啓発事業

第３　事業推進のための活動

１　事業を推進するための諸活動及びその他の社会参加活動を推進するための諸活動

　　高齢者の生きがいの充実と福祉の向上を図り、活力ある地域づくりに寄与するため、

　また、上記第２の事業及び社会参加活動を推進するための活動として以下のとおり実施

　した。

(１)　講習事業

　　就業上必要な技能、知識を付与することにより、多様な就業に結びつけるための学習

　経験の機会として、市民や会員を対象に以下の講習会を実施した。

　　①　庭木剪定講習　　１回

　　②　清掃講習　　　　１回

　　③　家事援助講習　　１回

賃 金 総 額  　12,000千円 　 14,023千円      　 116.9%

３　就業に必要な知識及び技能を付与するための講習

受 注 件 数 　　 　　22件 　　 　　51件 　　　　231.8%

就 業 延 人 数 　  1,700人日 　  3,304人日       　194.4%

　　労働者派遣事業の派遣元である連合本部の実施事務所として会員を対象に、労働者派

　遣による就業機会の提供を行った。

事 業 目 標 等 目　標　値 実 績 値 達 成 率 ( ％ ) 備　　考

賃 金 総 額  　 1,200千円 　     13千円       　 1.1%

　(２)　労働者派遣事業

受 注 件 数 　　 　　５件 　　 　　１件 　　　　20.0%

就 業 延 人 数 　  　120人日 　     40人日       　33.3%

　(１)　有料職業紹介事業

　　仕事を希望する一般高齢者及び会員を対象とした求人・求職による就業機会の

　提供を行った。

事 業 目 標 等 目　標　値 実 績 値 達 成 率 ( ％ ) 備　　考

２　雇用による就業機会の提供



（５）相談・情報提供

　　会員にふさわしい仕事を受注することで、会員の確保とともにセンターの事業の発展

　・拡大にもつながることから、以下のとおり実施し高齢者の職業能力や経験を把握分析

　し、地域のニーズに対応する仕事の提案等を行った。

　　①　会員個々の協力を得ながら、リーフレット等を利用した口コミによる説明

　　②　屋外就業の際、センター幟旗の掲出

　　③　センター名入りマグネットを会員車両に貼付

　ことから、以下について実施し事業の策定に活用した。

　　①　会員の就業に関する状況調査（会員209名）

　　②　会員６か月・１年経過者研修（会員26名）

　　③　市民を対象としたアンケート（180名）

　　④　新会員対象者に向けたアンケート（164名）

（４）就業分野の開拓・拡大

　　②　安全大会　　　　　　　１回（101名参加）

　　③　安全パトロール　　　　12回（12現場）

　　④　交通安全教室　　　　　１回（55名参加）　　　　

（３）調査研究

　　高齢者の就業分野を支える有用な社会システムとしての機能を果たすためには、社会

　経済環境の変化、高齢者の就業に対する意識の変化に対応した事業の展開が求められる

　　　を実施）

　　④　会報の発行２回（発注者・各公共機関）

（２）安全・適正就業の推進

　　会員が自らの健康維持と安全の確保を図りながら、提供された仕事を安全かつ適正に

　遂行できるよう、以下のとおり安全意識の高揚と啓発活動を実施した。

　　①　安全衛生管理委員会　　３回

　　シルバー事業への理解と高齢者の加入促進及び意識啓発を目的とし、次の事項を重点

　に実施した。

　　①　普及啓発促進月間活動（シルバー人材センター幟旗掲出）

　　②　センターホームページ、マスメディアへの情報提供（ケーブルテレビ、岩手日報）

　　③　各イベントの参加（産業まつりにおいて入会促進・就業拡大リーフレットの配布



　　遠野市をはじめとする関係機関と連絡を密にし、適正な事業運営に努めました。

　ティアや社会参加等を通して活動する機会を提供した。

　　①　草刈・草取・剪定作業　　たかむろ水光園

　　②　草取・清掃・剪定作業　　鍋倉公園

　　③　各地域班毎清掃・草取等作業　　市内18箇所

　　④　下校児童の「みまもり隊」活動

（７）その他

　　入会希望の高齢者を対象に入会説明会を実施し、ハローワーク、連合会と連携し雇用、

　就業等に係る相談及び情報提供を行った。

　　①　入会希望者説明会（毎月２回）

（６）社会参加活動の推進

　　自主的活動に対する意識や、共助の精神で共働するという意識を高めることをボラン


